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□ 実践の概要 

本校では、「学校力向上に関する総合実践事業」の指定校として、中核校の北見市立三輪小学校と指定校の

北見市立西小学校を合わせた３校で、９年間で目指す子どもの姿を共有するなど、今日的な教育課題を解決

する学校モデルを構築し、中学校区が一体となった学校改革を推進している。 

 

１ 実践の目的 

全教職員が一つのチームとなって包括的な学校改善を図りながら、今

日的な教育課題を解決する学校モデルを中学校区の学校と連携して構築

し、実践の成果を普及・啓発する。 

２ 実践内容 

(1) 実施計画 

  ① 小中連携の取組：９年間で目指す子どもの姿の共有、事務職員の

連携 

  ② 授業改革の取組：ほっかいどうチャレンジテストの活用と分析 

  ③ 働き方改革の取組：チームで取り組む業務の効率化 

(2) 取組の具体 

① 全国学力・学習状況調査の結果等から課題を分析・共有するため

に中学校区３校の主幹教諭が年度当初に打合せを行い、今年度の見

通しを立てた。打合せを基に、情報活用能力育成の系統表や各教科・

領域における９年間で目指す子どもの姿を明らかにした「９年間の

学びのデザイン」を作成した。その上で、各学校の授業を参観し、

「子どもの姿」や「授業改善の手立て」を中学校区で確認した。ま

た、「学校力向上に関する総合実践事業事務部会」を開催し、学校事

務の共同実施を見据え、事務職員の交流・連携を計画的に行い、事

務の効率化を図った。 

② 主幹教諭がほっかいどうチャレンジテストの分析結果を「チャレ

ンジテスト通信」として発行し、本校生徒が苦手とする学習課題を

明らかにし、課題解決の具体的方策を示して組織的な授業改善を推

進した。 

③ 「働き方改革チーム」を設置し、小中連携しながら、校区の小学

校２校で既に実施していた生徒の欠席連絡をデジタル化するシステ

ム等を導入するなど、業務の効率化を図った。 

(3) 取組後の点検・評価、工夫改善 

   地域協議会では、学力向上に係る取組や働き方改革に対する取組を交流した。参加者からの意見を基に、 

学力向上に係る取組については、ほっかいどうチャレンジテストをより詳しく分析し、小中連携して日常の 

授業改善に生かす必要があることを確認した。働き方改革については、目的が全教職員で共有されていない 

ことから、目的を明らかにした取組を進める必要があることを確認した。 

(4) 改善後の取組 

  ① 主幹教諭を中心に、中学校区３校でロードマップを見直すとともに、教育局の学校教育指導の際に授業 

交流を実施することにより、小中学校の教員が「授業改善の手立て」のイメージを共有することができた。 

  ② ほっかいどうチャレンジテストのＳ－Ｐ表を活用し、各教科担任が、生徒に必要な資質・能力を身に付 

けさせるために、日常的に授業改善を推進することができた。 

  ③ 日常業務のデジタル化を図るだけではなく、教職員の負担軽減、教材研究や生徒指導等の本来業務への 

専念という視点から、運動会の平日実施や修学旅行の旅行期間について協議し、実施方法を見直すことが 

できた。 

３ 実践のポイント 

・「学校力向上に関する総合実践事業」を基軸に、様々な面で学校改革を推進すること 

・９年間を見通した教育課程を編成して共有することにより、学校課題を明確にし、その解決に向けて小中連

携や授業改善、働き方改革等の取組を着実に推進すること 

【地域協議会の様子】 

【学校間授業参観の様子】 

【チャレンジテスト通信】 
 


